
120.昭和58年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 3

16.瓦焼成の登窯を発掘

頭i美弁町管;浦諸川遺跡

諸川遺跡lま琵琶湖につき出た革主総尾崎の半島西側務

部付近にあたり 、かなりの傾斜をもって形成された沖

積錐の西側山寄りに瓦祭は築かれている。 ここ はj待状

になった琵琶湖lにすぐ摘しており、現在では糊まで約
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害者川瓦窯遺構図

3ゆm しかない。

この付近ではかつて古瓦や須R;_(総片の出土が知られ、

寺院跡や築務の存在が鍛定されていえが、現在では瓦

熊 1悲しか硲認されていない。

祭iま望者偽色土の地山を織り込み床に 4つの段を設け

た半地下式有段の馨識である。焚口から慾出 しと恩わ

れる部分までの長さ4.02m、中央部最大l問中旬1.04m、

天井の衡さは推定で 0.8m将度と恩われる。然体習を口

はほぼ南方向を指す。焚口の床商標高{ま 87.20m、現

存する型農民標高は 88.70m、i七潟慾i立主力1.50mであり、

焼成郊の傾斜角度は約18・となる。

焚口には排水淑めと忽われるピ 1 トがl1Pl!みられ、

そこから排水泌が傾斜にI復交して設けられ、その百年上

には一部:;p:瓦を望者ーとして転用している。また焚口の両

側の池山腐折吉[¥にも排水瀞が設定されi弱水に俄えてい

る。

灰原1;1.焚口から前庭部にかけて広がり 、iffilRIJには2.2

X 2.2m程度の総聞に河原石を敷きつめた部分が認め

られ、焚口からこのみたりにかけても半焼けの焚/jてが

数点検出された。 これらはま信定のま古来、スギ、ハンノ

キ属などからなる。

焼成昔1It1(商は 11習で焼ゴ二も湾〈、この窯l.t1次操業

のみで終ったようである。出土した瓦片 493点も;;;p:.

丸Tt.およぴ|初切:1['':瓦のみで府瓦はなく 、総偶数計算法

およびi即l爾長 ・ 端面長号I'~手法で偶休数を推定する と、

平瓦In2-27枚・丸五 4- 7枚とJ量殺期11封が短いこと

を裏付ける。

氏』ま基本的に 111'自巻き{乍リのようであリ 、凸UUIi.花形

および鋼務はほ とんど織叩きあるいはおlinllき後のナデ

からなリ、数点放射状日Pさの認められるものがある。

この祭の操業時期1主、焚口付近から出土した 611母体

分の土削機小iほからみると 11世紀後半ごうと忠われる

が、この地峨での瓦供給先lま現iEのところ明らかでは

ない。 (滋汽県教育委員会 用問政晴)

げ.中世集落の一端を検出

今;意町構構造跡

巌逃朗、は、 F向島都総』にら制まされている機械の伝

承地と し て昔話 1) 継がれている。は場務俄:_;;J;;~に伴い笑

砲した調弦地域は妙見山の東側に位・25tし、現干t・の図i益

161号線までの東西約300m'尚北約300mである。 3剣
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f.~地械を H<:分にし 、 商1P.ij から A地区 .8地区、その

B 地区のi削l!1日を CJ也区と託生主主した。

A Jl!.¥区でl止、中日J:のゴてJAIIやhVtと孤立十Hl!物等がfirt1認、

できた。検出状況から判断してtlji¥立総建物が(jくて土

1艇が新しい時刻lであり、南北にのびる織の東側に位践

している。土割高I止2mX7mt!Eの附丸長方形状をなし、

i1:li3'L柱建物は 2r問X2閉め総伎の念日亦と考えられる。

織が土~Wi~tf; と|司-11寺J切であるのか、倉跡と合う H寺期な

のか解UJfできなかった。ゴこ却JAの中から索、炊きに使う jjjj

2主とごiニ術保IUlが:1¥土 し、生活のf来初:がうかがえ集落の

ー織を示している。

B地区iま']:J;生11寺代~中世1:1こかけてのj立物を少え，出土

しただけであ 1)'，逸機はほとんど縦誌できなかった。

C 地区では平安時代の土J決やピソト ・総主;ーを線認し

た。約 2m聞方の土品1〔などの中から少量の造物が出土

した。構内からは土製のフイゴの3河口が出土した。そ

の形:1犬はま~存・長23cm ・ lf. 9cm ' 干し後: 3 cmの小Jf~ でh あり、

小鍛冶に用いられたものであろう 。北方15km桜に位設

するマキノ |町 ・ 大谷 l幻京総に分布する北牧野製鉄jJ~U母、

とi七4史的近く 、構逃E亦との|品1;主性が考えられる。

A-C地区の翻J*ìSの給J，f~ 、 当初の予定であった締械

のiさ術研!1認とは呉な 1)、A地区の中iJ1ーと C地区の平安

時代との 2箇i1Jiで庶民の生活跡を知る資料を得ること

ができた。榊織の所冶:苦手については、今後の純資に期

待したい。(例滋t~ 県文化財保護協会 神谷友利)

18.古式土師器を大量に出土

新旭町立伝寺 正伝寺南遺跡北地区

.ïE í.云~f: Pお i註閥、のうち、"j，ti~Jl，の柴務に i!í:い昔11分を北地

区とし今年度よリ調盆を開始した。

核当地域Lt.平常時においても表而にWr水しているm.
地地ti?であり 、調資は排水tまのJ:'I!.i1lt工掛から|捌始した。

検出された主なii!NYili3 粂の自然~j(èb!告 と 、 11か所の

ゴニ総併である。百与のうち SD 1には 2か所の11廷が作ら

ll.、水流の税務の桜子がうかがわれた。また一部約入

した部分があり、その;~f!: に !i護保がなされている 。 同

月i よリ tti( ~止め木製品が出土し ていることなどから liJ'務

j坊のような役制を持っていたらのかむ しfしない。

機遺跡 正伝寺南遺跡

当地区からは多援の庄内式提行期の土~ä:の出土をみ

たが、近江、畿内のごt総の 占めるWiJ令が少なく 、日本

海側の制慾を持つむのが多いことが注目される。

(側滋賀県文化財。保護協会菅谷労幸)

19.古墳~鎌倉時代の遺構群の調査

新旭町正伝寺正伝寺南遺跡南地区

H下牟J支11月より継続し 、北側に副司ヨEailK闘を展附 した。

今年度の鈎公じよって、1E伝王寺前i遺跡における逃織の

ひろがりとそのH抑制の全容がほ!ft巴えられた。大別す

ると、 (1)割H 区から口15区南側に立地ずる平安H寺代中

JYIと推定されるj立総i伴、 (2)鋭5区北京都に位置まする古

1良時代前期から飛鳥時代に絞〈遺構務、(α問3幻)g第高 7区南1倒側H則1 
から第 8区にf/.初紘1ぜ立i:‘がる]ロ21也II
となる。)J!:に111，年度調査の(4)第 1区から第 2区に見ら

れる古j貨時代前期から飛鳥11寺代の自然形成による議ち

込み状巡梢Wf，を含めて凶大別されることになる。会長

約 300mの狭い地域内で展開する(1ト(心のi盤機鮮の在

り方は、河川周辺のi選総立地の典明をなすむのである。

(3)については単なる集落における{主防空間を:想定する

に留まるものでなく、当地の地獄出現と相前後した:l:r
闘の管球体制!のー織を民間見る ことができょう。

(Q~)ì猿11 !祭文化財保級協会消水尚 )

20.平安末~鎌倉時代の掘立柱建物

新旭国丁重十江 針江南遺跡

本遺跡{主、量I'il~大川を ~t限に摘は、 ~!~l泳と i梁泌を結

..)~L'~j砲にまでJょがる。;;j;:j滋跡については |昭和5710円支の

試加納殺で、上!日に平安時代、下1f<iに弥生時代中期の

i遊物包含服および逃桃がill絞していることがl殉らかに

なうた。

今回の絢T民地l手、途中俊道で分断されてお リ、 制訟

のf史筆:J二日ヨ絡!の県Jtlよりそれぞれ AJtll区、 8ft!!区、 C 

J1l!.区とした。

!智{立法本!別立{止、第 1J脅・表ゴ:(:Mゴ'.)、第 2層 ・

|的茶灰色料ii'1土l脅(造物包合般に [l)3 J説.i'[Jポ色料質

土層からな 1)、各1留め僚き!:i:irI1層約40師、第 2J苔約

以)-30cmであった。

正{云寺南透跡

A地区遺構群 (北地区)土器出土状況 (南地区)i重機群
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逃椛 sJI!!区では、議、中i!tlトj称、土獄、ピ y トな

どが検出された。 C.tt!!.区では、機立柱建物、 i円j可道、

郷、中i!!:IJ、滋1洋、土焼、ピッ ト鮮など比絞的まとまり

のある遺構が検出された。これらの遺精の中で特に注

目されるのがC地区の繍立柱建物があげられよう。

術立役建物 撤立主主建物iま、 S8 1、S8 2の 2棟

隊認されており、 SB 1 l;t桁行 2問×梁行 1問、 S8

2 1;1: ji街北方向に 2問、:司王凶方向に 2問の建物でさらに

建物を問むように満幅30-50仰の小淋が験出された。

それら建物の時期l立、 12也:紀末から13世紀初頭のH寺

J事lに建てられたと考えられる。

jな物 遺物と しては 、弥生時代'N!lJの土保と12也・紀

末から13枇紀初頭のゴニ師緑などが出ごt.した。

(制i滋賀県文化財保設協会 尾崎貴子則)

21.弥生中期の方形周溝墓等を発掘

近江町高湾狐塚遺跡

悶i立8号線長浜バイパス工事に1キう関連遺跡‘率的発

似調査1;1:、昨年度にひき続き 、間火打.~処松戸 ・ 11[lt誠

治閥、において実1iIjjしている。凶火打・ 4処t会戸遺跡につ

いて1;1: ti'j益決文化財・だより J NO.79にゆずると してここ

では狐塚遺跡についてふhることにする。

狐t夜逃跡1;1:以前より狐j家占消として剣1られるゴーE白状

i怖を?み、奥;除戸遺湖、の討す 5ゅのmに{立能し、現在は間

制11 と化している。 W~盗区 i立京商約35 1n X南北約 150m

で、湖底の結果、表土直下より弥生11寺代中身iの方・11予期

決裂、 i的~20m余 り の問抗、平安時代中WIに比定され

る!1:tI立住怨物及ぴ弁戸号事を検出 した。狐塚古均11辻、前

方後円1nと推察されていたが、今刷、円績であること

を線認したが、泌さ10-30cm総皮の防波しか残存せず、

JftJi: ・ 主体部等 l;J:.flmã~. きれなか勺た。 なお 、 l羽泌 |勾か

らは多訟の~fi Jt.-f.'J肢の円筒・制ì1fiJlラ地革命片 、 Jf~象地織It

がI~i.\土 して おリ、以J王の周 り に倒己詰ま されたものが、流

入したと考えられよう。

術立校建物{ま 311iJX2fHl、 41悶X31品lのfJlt~ をもっ

L のを数線検出した。また、井戸は長さ1.2 111 の~:ド戸

tjlhを井げた:17;に組み合せたもので非常に良好な状況で

出土している。

すなわち 、 ζ のー椛は弥生~市嶋崎代にわたり ~~j或

として利用され(築fti1判事総されずにその後、平安時

代中期iふいたって繍立紋建物によ る集滋が営まれたも

のと忠われ る。(糊滋賀県文化財保縫協会吉凶秀則)

22.水深 5mの湖底で炉跡を発見

彦被市八坂町地先 多景島湖底遺跡

矧3封切!滋昭和58年 4月5日一 5月108

調設まや" 滋賀県教育委員会 ・側滋賀県文化財保t妥協
ノ、、
コE五

{立溢 多?奈良は、 i旬j中に浮かJJ総ififj)JU誌の然人』誌であ

る。l誌は荒事TI.LIに対向し、字曽川河口から奈i!i:~巨$l!tに

あるが犬上111河口、彦被iさからむi!i:fe縦にある。

制3!t1Ji* 調主E区i戒の刈IJまを 1Jll 2 111方H良に割リイサけ、

レベノレ{ま、多量T鳥{反BM点 (T' P + 85，776 m )よ り、

7](深約 5m (T. P + 80 . 06 m )にポイン トをトライア

ングルに設定した。調査は、85，C11、011を最初

の試品~~区として、 iNI底よ り 約80cm織り下げたところ 、

51務に分培できることが判明 し、また、初j依より 60-

80酬のl切で、平安11奇代の包合宿を石許認することができ

た。このため、CDI-COllまでのトレンチをj習{立

Illf[に似リ下げて純資を災施した。

i盆物lま、出土地点 ・レベJレ・出土状況の写真を終え

た後取り上げたが、平安時代の造物包含j習については、

出土状態に応じ 、笑抑IJ{，行った。

出こ|二造物と感佼 1.11 土遺物は、 ゴ二自li鴇 ・ 3j~ J~(滞・陶磁

総 ・古銭 .1fr.属製品があリ 、なかでも下層部では、阪

翁tl長T財宝 ・ゴニl¥nillfH1;. 紫色土総書宇多*~ーの出土がある 。

!自(iLl立、iMJJi(より 60cm-lki1リ下げた ところまで 5)留に

分Jfi でき、~ 51弱l辻、部分的にしか掘り 下げていない

が 、 平安時代の包含層であることを締~， し た。また、

ζの層をお よそlOcm似り 下げた館所で、炉跡とfZ!定さ

れるifrfi時が検1'1¥された。

まとめ 杉it H~ さ ttた i立総 ・ 泣物からみて、このi為所に

平安H寺代の必tflii.め存犯するニとが判明した。この場合、

この地点が|強化していたと想定せざるを得ないが、 iMJ

l氏造問、のなかで!匁琵琶湖における平安時代の逃総検出

lま初見であるとと Lに、tMJの遂動を考えるj場合、きわ

めてi-'l:wな遺跡といえる。

(al~)ì~主賀県文化財保滋協会 f1)上手、子行}

1寵主{砂土}

2灰色紗土

3灰掲色泥2:(噌宮毒事)

4講匝潟邑砂土

5噌鳩色拘泥主

発掘状況 方形周溝墓検出状況 湖底柱状断笛図
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23 中世初発掘 | 

能登川町猪子猪子遺跡|

緒子巡跡は、，8IJi盆2件の宅地開発に先立ち第 1次(

昭和訂正F6丹、9月)、第 2次(現在潟査中)の調査を

実施した.

当該遺跡Iま、東t修道本線をはさんで県立能登川高校

の向かい側に位泣する.自s¥l.J切の寺院跡として知られ

ており、 rl[明寺J r;主fJ~J などの小字名が散在する地

域である.

現在までの間有給*を総:介すると 、中世のJ暴落防:及

び寺院跡(? )と J7えられるが、佐IlsI.J切の寺院跡と関連

する遺構 ・i立物の発見はない。

検出された主なi山総li、i(ii立H建物、縦、Ili'7/<1i(fiff堂、

井戸、火事~:~~などである。州立住建物は、 IHl:'神崎郡

粂.ID.と一致する )11立をむつものと、そうでないものと

に大別できる.純シ℃のtkli7iI孟、径約30cm総度のものが

主流で、礎板としてフラット而をもっ石材を利用して

いるものがある.ζ れらの怨物に付随して、石組によ

る方形の貯水地絞が検出されている。警告理作業の進行

によリ、中i!!羽5併のiilfl，yセ ・y ト関係が明らかになるこ

とが期待される.また、第 l次調査で検出された石組

みの井戸li、糧庁間ロー ト状を皐し、 i出物、答、土師小

肌、まな板が出土しており、井戸tl~設に伴う祭配に関

係するものと巧・えられる.m 2次調倉で検出された遺

精は、第 1 次のものとやや緩きを~にしている。概列

を伴う制約 2.5mの滑によ って区分された地区に、そ

れと同一方向の似SI.純雄物3械が箆然と進んでいる.

また、その外部の一角には、長)jJ移プランをもっ火事字

幕(現従来l~i) が検出さJlている。この区商には 、 寺

院的色彩をむつ施titがあ ったと巧・えられる。税率E調査

rわであるが、平安l時代後半のものであろうか。

当初予泡!された古代王子院跡の i立f~YtI立、まだ検出され

ていないが、-Jl立j立与地でItllされはじめた 中世袋務の

-21Aを秘える1・t1fcな起m:であるといえよう。

(能登川|町教行委以会 山本一陣)

石組 井戸

24.有力氏族の居宅跡を検出

甲良町大字尼子長畑遺跡

調査は昭和581F3月から行われ、 ζ れまでに擁立柱

建物40線、概 2 条、井戸 4~、持軍 1 条、竪穴住居 3 線、

古ザt. 土焼~各 H主などが検出された. 線立柱建物は

中央部に大却の東西側{主I!物を南北に 3，'J配し、その左

右に多数の南北.tJU主I!物を終然と配也する。西側には倉

庫苦手があリ、 F削ヒf!lllli物もJ:l!11!Qよリ多〈、井戸も集中

する。その南側には鋭校 ・方位の』もなる怨物Lある。

これら建物'i約 l 町~lJ)j内におさまり、周辺には建物

は検出されない。

建物の牧聞は約印刷を l尺とした天平尺を用い、建

物の間隔も 10)'(のm数むしくは完数の尺J立でil，qJり切れ

る。~も規般の大きいものは 61UJX 41I1J(l7.5X12m) 

の来四煉建物で南北 2而iにIfIlをもっ。この建物の東西

に南北株ヨE物の間島がある.南北械主I!物は 51旬X2問

と41JlJx2聞の泌物で榊成され、f-f111m 3 HJj X 2間の

総生主建物で柱聞は飽かい。主l!物にはtllH上-l;JJ1)や床柱を

もつものもある。柱穴の術形は万形を墨し、 1辺 0.8

- 1.6mあリ、村:痕'iiIL径0.3-0目6mの円形である.

時期は出土i立物などから4美良時代中裁から平安時代

中葉に比定され、 n位 .i[{絞関係から大きく 2-3J切

に分けられる.

竪穴住居は lill3-6mの方形を皐 し、カマドの完

存するむのもある.床前lから祭良時代前裁の造物が出

土する.!総立住建物と辿絞する時JUIにある.

大./胞の東西線~物を主体にもつ遺跡 Iま符殿 ・ 地方官

街とf，fl城京域内の中央町人Jitiの邸宅がある。当地跡'i

中央官人附の郎宅に多くの第i似点をみる。当地を本拠

地としたイiカ氏族のか}宅跡ではないだろうか。さらに、

税脱 ・配悦形態からltIiあるいは郷の政をここで行って

いた可能性も考えられる。

(itJi f'i県教行委以会 i.:i!l!h1博樹)
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発掘削査風景(南東から)
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